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イ ン フ ォ メ ー シ ョ ン

第
４
部
（
団
員
）

松
尾
　
亨（

脇
　
田
）

少しでも地域の役に立てればと
思い入団しました。右も左もわ
からないまま、ポンプ操法大会
に出場し、緊張しながらも精一
杯頑張りました。とてもいい経
験になり、今後も地域を守る一
員として消防団活動に取り組ん
でいきたいです。

ラッパ隊が吹奏している姿をテ
レビで見て、かっこいいと思い
入団しました。学生の頃に吹奏
楽部だった経験を活かすことも
でき、女性の隊員も数人いるの
で楽しく活動しています。活動
の幅が広がってきているラッパ
隊。一緒にやってみませんか。

伊万里分団

伊万里市の安全・安心のために
活動されている消防団に入団す
ることで体で感じ理解を深め、
お役に立てるよう邁

まい

進
しん

します。
ご指導よろしくお願いします。

第
４
部
（
団
員
）

崎
田
　
英
孝

（
横
　
野
）

『自分たちの町は、自分たちで守
る』の使命感と郷土愛の精神で、
地元の事情などに通じ地域に密
着した消防団員になることを目
指しています。先輩の教育訓練
を受け、即時に災害に対応でき
るように頑張ります。

黒川分団

第
７
部
（
団
員
）

川
原
　
嗣し

郎ろ
う

（
富
士
町
）

地域のために役に立ちたいとの思
いから平成 25 年４月に入団しま
した。『地域住民の安全・安心を
守る』という思いを胸に日々の消
防団活動を頑張っています。ラッ
パ隊にも所属しており、その活動
をとおして火災予防や消防団活動
のＰＲをしていきたいです。

大坪分団

伊
万
里
市
消
防
団
　
各
分
団
の

ホ
ー
プ
を
紹
介
し
ま
す

　
市
消
防
団
は
、
大
切
な
人
や
大
好
き
な
ま
ち
を
火
災
な

ど
の
災
害
か
ら
守
る
た
め
日
夜
頑
張
っ
て
い
ま
す
。
現
在

市
内
に
は
11
の
分
団
が
あ
り
、
９
８
８
人
の
団
員
が
災
害

現
場
に
出
動
し
た
り
、
災
害
の
警
戒
に
当
た
っ
た
り
し
て

地
域
の
安
全
・
安
心
の
た
め
に
活
躍
し
て
い
ま
す
。
こ
こ

で
は
、
そ
の
団
員
の
中
か
ら
、
各
分
団
の
ホ
ー
プ
を
紹
介

し
ま
す
。

団本部

ラ
ッ
パ
隊
（
団
員
）

前
川
　
知ち

香か
（
大
　
里
）

市消防団夏季点検の様子（平成 28 年８月 21 日）

第
３
部
（
団
員
）

岩
﨑
　
義
弥

（
福
　
野
）

大川内分団
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インフォメーション

　
消
防
団
員
は
、
日
常
は
各
自
の
職
業
に
従
事
し
な

が
ら
、
災
害
が
発
生
し
た
際
に
は
消
防
署
と
連
携
し

て
消
火
・
防
災
活
動
な
ど
に
活
躍
し
て
い
ま
す
。
地

域
に
お
け
る
消
防
防
災
の
リ
ー
ダ
ー
と
し
て
、
平
常

時
・
非
常
時
を
問
わ
ず
そ
の
地
域
に
密
着
し
、
住
民

の
安
全
と
安
心
を
守
る
と
い
う
重
要
な
役
割
を
担
い

ま
す
。
ま
た
、
近
年
は
、
女
性
の
消
防
団
へ
の
加
入

も
増
加
し
て
お
り
、
特
に
一
人
暮
ら
し
の
高
齢
者
宅

へ
の
防
火
訪
問
、
応
急
手
当
の
普
及
指
導
な
ど
に
お

い
て
活
躍
し
て
い
ま
す
。

　
市
内
に
居
住
ま
た
は
勤
務
し
て
い
る
人
で
、
入
団

を
希
望
さ
れ
る
方
は
消
防
調
整
課
へ
問
い
合
わ
せ
て

く
だ
さ
い
。

市
消
防
団
で
は
新
団
員
を

募
集
し
て
い
ま
す

第
８
部
（
団
員
）

高
森
　
啓
太

（
　
辻
　
）

22 歳の時に入団しました。そ
れまではあまり交流がなかった
少し歳の離れた先輩方と一緒に

活動をし、地域との繋
つな

がりが強
くなりました。子供も生まれた
ので、これからも一層地域の安
全・安心を守っていきたいと
思っています。

波多津分団

第
２
部
（
団
員
）

松
尾
　
佳よ
し

晃あ
き

（
東
　
分
）

平成 28 年４月に入団しました。
我が子を授かり、この子のため
にも安全・安心な町づくりに貢
献したいと思い入団しました。
実際に活動を行ってみると、地
元の方たちの期待の大きさを肌
で感じました。地元を守る消防
団員として頑張ります。

第
２
部
（
団
員
）

梅
﨑
　
陽
平

（
駒
　
鳴
）

生まれ育った地域の役に立ちた
いと思い平成 23 年４月に入団
しました。消防団活動を通じて
地域の人たちとの繋

つな

がりもより
一層深まりました。これからも
地域の仲間と共に安全・安心な
町づくりに取り組んでいきたい
と思っています。

第
４
部
（
団
員
）

鳥と
り

巣す

　
智
則

（
国
　
見
）

昨年入団して 1 年になります。
消防団活動については、職場の
消防団の先輩方に聞いて何とな
く知っていました。しかし、い
ざ自分が団員になって活動する
と改めて大変さを知る日々です。
先輩方に学びながら地元の役に
立てるように頑張っていきます。

第
１
部
（
団
員
）

吉
田
　
健
太

（
楠
　
久
）

平成 21 年に入団し、防災や災害
活動に力を入れてきました。地
域の方々からの消防団への信頼
や期待の大きさを感じています。
自分が住んでいる町の安全・安
心の一助となれるよう先輩方の
指導を仰ぎ、また後輩たちの手
本となるよう活動していきます。

第
２
部
（
団
員
）

前
田
　
常つ
ね

樹き
（
笠
　
椎
）

平成 28 年４月に入団。当初は
消防団の活動はさまざまで、災
害活動をはじめ訓練や防災活動
など幅広いことに戸惑いました。
しかし、先輩方のご指導により、
今では、地域に貢献できる団員

となり、自己研
けん

鑽
さん

に励み頑張っ
ています。

第
４
部
（
団
員
）

石
丸
　
悠ゆ
う

輔す
け

（
東
八
谷
搦
）

松浦分団

大川分団

東山代分団

山代分団

南波多分団

二里分団

平成 28 年４月に入団しました。
入団してすぐにポンプ操法大会
に出場し、チームワークの大切
さを学びました。災害がいつ起
こるか分からない中で、被害を
最小限にとどめること。また、
地域の皆様が安心して生活でき
るような消防団員を目指します。

●

問
合
先
　
消
防
調
整
課
消
防
団
係（

☎
㉓
２
１
１
６
）
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■
平
成
29
年
度
一
般
会
計
予
算

　
既
存
事
業
の
適
正
化
を
徹
底
し

な
が
ら
、
ふ
る
さ
と
応
援
寄
附
金

を
活
用
す
る
な
ど
、
堅
実
で
あ

り
な
が
ら
も
、
子
育
て
や
教
育
環

境
の
充
実
、
防
災
の
推
進
な
ど
を

図
る
た
め
に
、
限
ら
れ
た
財
源

を
効
果
的
に
配
分
し
た
予
算
を

編
成
し
ま
し
た
。
予
算
総
額
は
、

２
４
８
億
７
０
０
万
円
で
す
。

議
会
報
告

　
平
成
29
年
伊
万
里
市
議
会
第
１
回
定
例
会
が
、
３
月
１
日
か
ら
24

日
ま
で
開
か
れ
ま
し
た
。
今
回
は
、
平
成
29
年
度
予
算
議
案
10
件
の

ほ
か
、
条
例
議
案
９
件
、
一
般
議
案
５
件
、
平
成
28
年
度
補
正
予
算

議
案
６
件
、
諮
問
１
件
、
議
会
議
案
２
件
の
審
議
、
ま
た
、
一
般
市

政
に
対
す
る
質
問
な
ど
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
審
議
の
結
果
、
提
出
議
案
な
ど
は
、
原
案
の
と
お
り
可
決
、
承
認
、

同
意
、
異
議
な
い
旨
答
申
さ
れ
ま
し
た
。
主
な
内
容
は
次
の
と
お
り

で
す
。

■
ビ
ジ
ネ
ス
支
援
オ
フ
ィ
ス
条
例

　
事
務
系
企
業
の
誘
致
に
よ
る
雇

用
の
増
大
や
地
域
の
産
業
の
振
興

を
目
的
と
し
て
、
ビ
ジ
ネ
ス
支
援

オ
フ
ィ
ス
を
設
置
す
る
た
め
、
条

例
を
制
定
し
た
も
の
で
す
。

■
留
守
家
庭
児
童
ク
ラ
ブ
条
例
の
一

部
を
改
正
す
る
条
例

　
黒
川
児
童
ク
ラ
ブ
を
２
つ
の
ク

ラ
ブ
に
分
割
す
る
と
と
も
に
、
波

多
津
児
童
ク
ラ
ブ
と
波
多
津
東
児

童
ク
ラ
ブ
を
統
合
す
る
た
め
、
改

正
し
た
も
の
で
す
。

■
税
条
例
等
の
一
部
を
改
正
す
る

条
例

　
地
方
税
法
な
ど
の
改
正
に
伴

い
、
住
宅
ロ
ー
ン
減
税
の
延
長
や

軽
自
動
車
税
環
境
性
能
割
の
創
設

な
ど
を
行
う
た
め
、
改
正
し
た
も

の
で
す
。

平
成
29
年
第
１
回
定
例
会

■
水
道
事
業
及
び
工
業
用
水
道
事

業
の
設
置
等
に
関
す
る
条
例
の

一
部
を
改
正
す
る
条
例

　
波
多
津
簡
易
水
道
ほ
か
６
簡
易

水
道
を
上
水
道
に
統
合
す
る
と
と

も
に
、
花
房
地
区
を
上
水
道
の
給

水
区
域
に
追
加
す
る
た
め
、
改
正

し
た
も
の
で
す
。

■
公
平
委
員
会
委
員
の
選
任

　
委
員
　
松
尾
宏
子
氏
の
任
期
が

本
年
５
月
４
日
で
満
了
す
る
こ
と

に
伴
い
、
新
た
に
石
本
洋
子
氏
を

選
任
す
る
も
の
で
す
。

■
固
定
資
産
評
価
審
査
委
員
会
委
員

の
選
任

予
算
議
案

平
成
29
年
度
予
算
の
概
要
は
、
こ

の
『
広
報
伊
万
里
』
と
一
緒
に
配

布
し
て
い
る
『
平
成
29
年
度
予
算

特
集
号
』
に
掲
載
し
て
い
ま
す
。

■
平
成
28
年
度
一
般
会
計
補
正
予

算
（
第
11
号
）

　
各
種
補
助
事
業
の
確
定
な
ど
に

伴
い
、
一
般
会
計
の
歳
入
歳
出
予

算
の
総
額
か
ら
１
億
７
９
８
５
万

３
０
０
０
円
を
減
額
し
、
補
正

後
の
予
算
総
額
は
、
２
７
４
億

６
７
０
０
万
９
０
０
０
円
と
な
り

ま
し
た
。

※
歳
出
補
正
の
主
な
も
の

▽
バ
ス
交
通
支
援
事
業６

７
２
４
万
円

▽
ふ
る
さ
と
応
援
基
金
（
積
立
金
）

３
億
５
７
９
７
万
円

▽
国
民
健
康
保
険
特
別
会
計
繰
出
金

９
３
８
万
円

▽
障
害
者
介
護
・
訓
練
等
給
付
事
業

５
８
０
１
万
円

▽
港
湾
整
備
促
進
事
業７

５
０
万
円

▽
伊
万
里
・
有
田
地
区
衛
生
組
合
運

営
負
担
金
　 

▲
２
７
９
５
万
円

▽
ご
み
処
理
広
域
化
推
進
事
業

▲
２
３
１
６
万
円

▽
農
業
経
営
安
定
等
支
援
事
業

▲
１
９
２
６
万
円

▽
農
業
用
用
排
水
路
施
設
等
整
備

事
業
　
　
　 

▲
２
０
９
３
万
円

▽
森
林
・
林
業
再
生
基
盤
づ
く
り
交

付
金
事
業
　
　
▲
４
１
７
５
万
円

▽
防
災
行
政
無
線
施
設
整
備
事
業

▲
２
億
８
２
９
９
万
円

　
委
員
　
森
日
出
子
氏
、
金
子
智

美
氏
お
よ
び
有
吉
寛
氏
の
任
期
が

そ
れ
ぞ
れ
本
年
３
月
31
日
で
満
了

す
る
こ
と
に
伴
い
、
有
吉
氏
を
再

任
す
る
と
と
も
に
、
新
た
に
渕
上

幸
雄
氏
お
よ
び

合
隆
夫
氏
を
選

任
し
た
も
の
で
す
。

■
人
権
擁
護
委
員
候
補
者
の
推
薦

　
委
員
　
冨
澤
喜
代
美
氏
の
辞
任

に
伴
い
、
新
た
に
池
田
美
惠
子
氏

を
推
薦
し
た
も
の
で
す
。

■
議
会
基
本
条
例

　
議
会
の
基
本
理
念
な
ど
を
明
ら

か
に
し
、
市
民
福
祉
の
増
進
に
寄

与
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
、
条

例
を
制
定
し
た
も
の
で
す
。

　
一
般
質
問
が
３
日
間
行
わ
れ
、

市
政
に
関
す
る
諸
問
題
に
つ
い
て

12
人
の
議
員
か
ら
22
項
目
の
質
問

が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
３
常
任
委
員
会
に
付
託
さ
れ
た

議
案
は
、
審
査
の
結
果
、
原
案
の
と

お
り
可
決
・
承
認
す
べ
き
も
の
と

決
定
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
２
特

別
委
員
会
か
ら
開
催
結
果
が
報
告

さ
れ
ま
し
た
。

一
般
議
案

諮
　
問

議
会
議
案

一
般
市
政
に
対
す
る
質
問

委
員
会
報
告

■
犯
罪
被
害
者
等
支
援
条
例

　
犯
罪
被
害
者
な
ど
の
た
め
の
相

談
窓
口
の
設
置
や
、
見
舞
金
の
支

給
な
ど
の
支
援
を
行
う
た
め
、
条

例
を
制
定
し
た
も
の
で
す
。

条
例
議
案

インフォメーション
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政策経営部の再編
　政策経営部内に『伊万里港開港 50 周年記念事業推進

室』を新設しました。

　また、移住・定住、ふるさと応援、婚活応援など市外

に向け本市の魅力を発信する機会が多い係を束ね、これ

までの『移住・定住・婚活応援課』を『伊万里暮らし応

援課』に課名を改称しました。

教育委員会の再編
　教育総務課内に『留守家庭児童クラブ係』を新設し、

専任の係長と非常勤の専門員を配置しました。また、市

民図書館内に『うちどく推進室』を新設し、市民図書館

係長、学校教育課指導主事、生涯学習係長を兼務させ、

市民図書館、学校、公民館の連携強化を図りました。

地域包括支援センターを２係制へ変更
　地域包括支援センターと健康づくり課に分散していた

介護予防関係事業を地域包括支援センターに集約し、『介

護予防係』と『包括支援係』の２係体制としました。

道路河川課内の係名改称
　業務内容が市民目線でわかりやすい係名にすることを

目的に、道路河川課の『建設１係』を『道路係』に、『建

設２係』を『河川係』にそれぞれ係名を改称しました。

産業部企業誘致・商工振興課長（50 歳）、教育委員会

生涯学習課長（50 歳）、政策経営部伊万里暮らし応援

課ふるさと応援係長（41 歳）など、若手職員を重要ポ

ストなどに登用しました。

市民部健康づくり課長（管理職）のほか、出納室副室長、

健康づくり課保健予防係長、教育委員会教育総務課留

守家庭児童クラブ係長に女性職員を積極的に登用する

など、女性役職員を適所に配置しました。

▷部・課長　　　 1 人→ 1 人（ 1 人昇格、増減なし）

▷副課長・係長　37 人→ 36 人（ 5 人昇格、1 人減）

▷主査・主任　　37 人→ 36 人（ 8 人昇格、1 人減）

①平成 28 年度中の退職者
　退職者 22人（定年退職15人、早期退職 2人、普通退

職  5人）　※職種内訳：事務職13人、技術職1人、保

育士1人、幼稚園教諭 1人、栄養士1人、技能労務職 5人

②新規採用職員
　新規採用職員 21人　※職種内訳：事務職 14人、技

術職 2人、保育士 2人、保健師1人、社会福祉士1

人、管理栄養士1人

平成 29 年４月１日付け定期人事異動では、全体で

178 人の異動を行いました。

▷部長級　　　　  5 人（男性  5 人、女性  0 人）

▷課長級　　　　13 人（男性 12 人、女性  1 人）

▷副課長級　　　25 人（男性 17 人、女性  8 人）

▷係長級　　　　44 人（男性 32 人、女性 12 人）

▷主査・主任　　28 人（男性 14 人、女性 14 人）

▷一般職員　　　42 人（男性 28 人、女性 14 人）

▷新規採用職員　21 人（男性 11 人、女性 10 人）

組織体制の強化

若手職員の抜てき

女性職員の登用

退職者の補充

異動者数

↑辞令交付式で、塚部市長（左）に宣誓する新規採用職員

組織体制の強化と人事異動

　今回の機構改革は、平成 29 年で伊万里港が開港 50

周年を迎えるため、記念事業を実施するための部署を新

設しました。また政策経営部内で外部に市の魅力を発信

する機会の多い係を束ね、課名の改称を行いました。さ

らに、留守家庭児童クラブに係る業務量の増大に対応す

るための『留守家庭児童クラブ係』や、市全域への家読

の普及を目的とする『うちどく推進室』を新設しました。

　人事異動は、業務状況に応じた適正な定員管理を行う

とともに、若手職員や女性職員の登用などにより、職員

の意識改革の促進と資質の向上を目指しました。
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図
書

館
係
長
（
兼
）
う
ち
ど
く
推
進
室

係
長
（
併
）
市
民
部
市
民
課
窓
口

係
＝
末
次
健
太
郎
▽
（
出
向
）
伊

万
里
・
有
田
地
区
医
療
福
祉
組
合

＝
小
國
八
郎
▽
（
伊
万
里
・
有
田

消
防
組
合
）
＝
梅
村
鉄
三

（
主
査
・
主
任
）

▽
総
務
部
（
主
任
）（
併
）
議
会
事

務
局
＝
前
山
博
徳
▽
総
務
部
（
主

査
）
＝
大
川
内
聡
▽
総
務
部
（
主

査
）＝
田
中
隆
太
▽
総
務
部（
主
査
）

＝
福
島
美
和
▽
（
併
）
総
務
部
（
主

査
）
＝
宝
蔵
寺
淳
▽
政
策
経
営
部

（
主
査
）
＝
中
山
亮
一
▽
政
策
経
営

部
（
主
査
）
＝
前
田
太
郎
▽
政
策

経
営
部
（
主
査
）
＝
中
島
孝
博
▽

市
民
部
（
主
査
）
＝
前
田
怜
子
▽

市
民
部
（
主
査
）
＝
橋
口
健
▽
市

民
部
（
主
査
）
＝
伊
藤
博
子
▽
市

民
部
（
主
査
）（
併
）
社
会
福
祉

協
議
会
＝
小
林
由
紀
子
▽
市
民
部

（
主
査
）
＝
小
副
川
律
子
▽
市
民
部

大
坪
保
育
園
（
主
査
）
＝
山
下
純

子
▽
市
民
部
牧
島
保
育
園
（
主
査
）

＝
野
村
万
里
子
▽
市
民
部
松
浦
保

育
園
（
主
査
）
＝
池
田
瑞
枝
▽
市

民
部
大
川
保
育
園
（
主
査
）
＝
吉

岡
美
和
▽
市
民
部
南
波
多
保
育
園

（
主
査
）＝
山
口
仁
美
▽
産
業
部（
主

査
）
＝
井
上
浩
一
▽
建
設
部
（
主

査
）（
併
）
土
地
開
発
公
社
＝
馬
場

芳
史
▽
水
道
部
（
主
査
）（
併
）
建

設
部
＝
中
島
一
郎
▽
水
道
部
（
主

査
）
＝
畑
島
康
幸
▽
教
育
委
員
会

（
主
査
）
＝
田
中
寛
子
▽
教
育
委
員

会
（
主
査
）
＝
山
口
真
由
美
▽
教

育
委
員
会
（
主
査
）（
併
）
市
民
部

＝
小
柳
良
子
▽
教
育
委
員
会
（
主

任
）
＝
佐
々
木
康
之
▽
教
育
委
員

会
黒
川
幼
稚
園
（
主
任
）
＝
岩
﨑

貴
子
▽
（
出
向
）
伊
万
里
・
有
田

地
区
医
療
福
祉
組
合
（
主
査
）
＝

関 

賢
一
郎

【
一
般
職
員
】

▽
総
務
部
総
務
課
付
（
佐
賀
県
派

遣
）
＝
南
亮
介
▽
総
務
部
総
務
課

付
（
佐
賀
県
派
遣
）
＝
原
保
浩
▽

総
務
部
総
務
課
付
＝
稗
田
宗
徳
▽

総
務
部
＝
湯
村
慶
▽
総
務
部
＝
松

永
剛
育
▽
総
務
部
＝
青
木
亨
▽

総
務
部
＝
今
泉
武
士
▽
総
務
部

＝
諸
岡
結
香
▽
（
併
）
総
務
部
＝

中
野
陸
高
▽
政
策
経
営
部
＝
林
飛

鳥
▽
政
策
経
営
部
＝
佐
藤
拓
郎
▽

政
策
経
営
部
＝
川
原
大
介
▽
政
策

経
営
部
＝
桑
本
祥
平
▽
政
策
経
営

部
（
併
）
土
地
開
発
公
社
＝
山
本

圭
悟
▽
政
策
経
営
部
（
併
）
土

地
開
発
公
社
＝
川
添
悠
輔
▽
市
民

部
＝
德
田
美
穂
▽
市
民
部
＝
川
原

亜
樹
▽
市
民
部
＝
溝
江
拓
朗
▽
市

民
部
＝
大
川
内
卓
己
▽
市
民
部
＝

長
野
智
之
▽
市
民
部
＝
稲
澤
庫
雄

▽
市
民
部
伊
万
里
保
育
園
＝
樋
渡

千
恵
▽
市
民
部
大
坪
保
育
園
＝
本

山
友
理
▽
市
民
部
大
坪
保
育
園
＝

前
田
京
子
▽
市
民
部
牧
島
保
育
園

＝
中
尾
和
香
子
▽
市
民
部
松
浦
保

育
園
＝
山
口
恵
佳
▽
市
民
部
松

浦
保
育
園
＝
藤
田
裕
子
▽
産
業

部
（
併
）
土
地
改
良
区
＝
中
島
康

裕
▽
産
業
部
＝
山
口
豊
彦
▽
建
設

部
＝
田
代
み
ゆ
き
▽
建
設
部
＝
副

島
純
一
▽
建
設
部
＝
野
村
和
也
▽

建
設
部
＝
荒
木
秀
平
▽
出
納
室
＝

酒
谷
恵
美
▽
水
道
部
＝
田
代
哲

也
▽
議
会
事
務
局
＝
吉
田
宏
治

▽
教
育
委
員
会
（
併
）
政
策
経

営
部
＝
南
里
一
幸
▽
教
育
委
員

会
＝
松
尾
洋
貴
子
▽
教
育
委
員

会
＝
田
中
敏
郎
▽
教
育
委
員
会

（
併
）
建
設
部
＝
松
尾
俊
典
▽
（
出

向
）
伊
万
里
・
有
田
地
区
衛
生

組
合
＝
宮
脇
睦
子
▽
（
伊
万
里
・

有
田
消
防
組
合
）
＝
松
尾
将
志

【
新
規
採
用
職
員
】

▽
総
務
部
＝
金
子
洋
輔
▽
総
務
部

＝
多
久
島
景
子
▽
市
民
部
＝
田
中

智
子
▽
市
民
部
＝
久
我
龍
太
郎
▽

市
民
部
＝
藤
本
麻
美
▽
市
民
部
＝

百
武
歩
美
▽
市
民
部
＝
吉
田
知
加

▽
市
民
部
＝
緒
方
絢
香
▽
市
民
部

伊
万
里
保
育
園
＝
地
原
有
香
▽
市

民
部
南
波
多
保
育
園
＝
梶
山
沙
恵

▽
産
業
部
＝
田
尻
将
平
▽
産
業
部

＝
松
園
秀
平
▽
産
業
部
＝
松
尾
海

輝
▽
産
業
部
＝
川
原
悠
雅
▽
産
業

部
＝
宇
都
宮
渉
▽
建
設
部
＝
栗
原

尚
輝
▽
建
設
部
＝
小
原
大
地
▽
建

設
部
（
併
）
水
道
部
＝
吉
富
俊
輔

▽
水
道
部
（
併
）
建
設
部
＝
山
口

真
理
恵
▽
教
育
委
員
会
（
併
）
総

務
部
＝
吉
村
亜
沙
美
▽
教
育
委
員

会
（
併
）
総
務
部
＝
原
口
聖
司

【
再
任
用
職
員
】

▽
（
市
民
部
）
＝
松
永
典
子
▽
（
市

民
部
）
＝
高
木
留
美
子
▽
（
市
民
部
）

＝
田
中
誠
子
▽（
教
育
委
員
会
）（
併
）

（
市
民
部
）
＝
吉
原
伴
彦
▽
（
教
育

委
員
会
）（
併
）（
総
務
部
）
＝
木
戸

正
弘
▽
（
教
育
委
員
会
）（
併
）（
総

務
部
）
＝
山
崎
淳
一
▽
（
教
育
委
員

会
）（
併
）（
総
務
部
）
＝
川
内
幸
人

▽
（
教
育
委
員
会
）（
併
）（
総
務
部
）

＝
前
田
稔
▽
（
教
育
委
員
会
）
＝
平

井
裕
▽
（
教
育
委
員
会
）
＝
岡
崎
恵

美
子

　
　
　
異
動
者
数
　
１
７
８
人
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経
済
対
策
臨
時
福
祉
給
付
金
の

対
象
者
に
は
、
３
月
に
申
請
書
を

送
付
し
て
い
ま
す
。
申
請
期
限
を

過
ぎ
る
と
支
給
さ
れ
ま
せ
ん
。
必

ず
期
限
内
に
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

●

申
請
期
限

　
６
月
１
日
（
木
）
必
着

●

対
　
象

　
平
成
28
年
度
分
の
市
民
税
（
均

等
割
）
が
非
課
税
の
人

※
市
民
税
課
税
者
に
扶
養
さ
れ
て

い
る
人
や
生
活
保
護
を
受
給
し

て
い
る
人
は
除
き
ま
す
。

●

問
合
先
　
福
祉
課
福
祉
総
務
係

給
付
金
専
用
ダ
イ
ヤ
ル

（
　
☎
㉓
１
１
３
３
）

●

納
期
限
　
5
月
31
日
（
水
）

※
納
付
書
は
５
月
中
旬
に
郵
送

●

口
座
振
替
日
　
5
月
26
日
（
金
）

※
残
高
不
足
に
な
ら
な
い
よ
う
注

意
し
て
く
だ
さ
い
。

※
身
体
障
害
者
な
ど
で
、
一
定
の

要
件
を
満
た
す
人
は
、
軽
自
動

車
税
の
減
免
を
申
請
で
き
ま
す
。

※
申
請
期
限
は
５
月
31
日
（
水
）

●

問
合
先
　
税
務
課
市
民
税
係

（
　
☎
㉓
２
１
４
８
）

■
Ｐ
Ｒ
方
法

　
市
民
活
動
団
体
の
情
報
を
、
市

の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
ま
す
。

■
申
込
方
法

　
申
請
書
に
会
則
な
ど
を
添
付
し
、

提
出
し
て
く
だ
さ
い
。
内
容
を
審

査
し
た
後
、
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

に
掲
載
し
ま
す
。

※
申
請
書
は
、
ま
ち
づ
く
り
課
に

備
え
付
け
て
い
ま
す
。
ま
た
、
市

の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
も
ダ
ウ
ン

ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

●

問
合
先

　
ま
ち
づ
く
り
課
ま
ち
づ
く
り
推

進
係
（
　
☎
㉓
２
１
１
４
）

　
市
で
は
、
市
民
と
活
動
団
体
お

よ
び
行
政
と
の
協
働
の
ま
ち
づ
く

り
を
推
進
し
て
い
ま
す
。
市
民
交

流
プ
ラ
ザ
を
拠
点
に
団
体
間
の
連

携
・
交
流
を
図
る
市
民
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
『
い
ま
り
』
の
自
主
的
な
活
動

の
支
援
に
加
え
、
市
内
で
さ
ま
ざ

ま
な
公
益
的
な
活
動
に
取
り
組
ん

で
い
る
団
体
を
Ｐ
Ｒ
し
て
い
ま
す
。

■
市
民
活
動
と
は

　
営
利
を
目
的
と
せ
ず
、
市
民
の

自
主
性
・
自
発
性
に
基
づ
く
も
の

で
、
不
特
定
か
つ
多
数
の
人
の
利

益
増
進
の
た
め
の
活
動
を
い
い
ま

す
。
さ
ら
に
市
民
の
皆
さ
ん
に
対

し
て
開
か
れ
、
宗
教
や
政
治
を
目

的
と
し
な
い
活
動
を
い
い
ま
す
。

■
Ｐ
Ｒ
で
き
る
団
体

　
市
内
に
お
い
て
、
３
人
以
上
で

市
民
活
動
を
行
う
団
体
で
す
（
宗

教
団
体
や
政
治
団
体
、
企
業
団
体

は
除
き
ま
す
）。

自
分
た
ち
の
市
民
活
動
を
Ｐ
Ｒ
し
ま
せ
ん
か

ｰ 

市
民
活
動
団
体
を
応
援
し
ま
す ｰ

狂
犬
病
予
防
注
射
を
再
実
施
し
ま
す

　
狂
犬
病
の
予
防
注
射
を
再
度
実

施
し
ま
す
。
５
月
14
日
（
日
）
ま

で
の
通
常
期
間
（
日
程
や
場
所
は

市
役
所
だ
よ
り
３
月
号
に
掲
載
）

に
済
ま
せ
て
い
な
い
飼
い
主
は
、

最
寄
り
の
場
所
で
受
け
て
く
だ
さ

い
。
本
年
度
の
各
町
公
民
館
で
の

実
施
は
今
回
が
最
後
と
な
り
ま
す
。

●

問
合
先
　
環
境
課
生
活
環
境
係

（
　
☎
㉓
２
１
４
４
）

月　日 場　所 時　間

６月６日（火）

大 坪 公 民 館 　9：00 〜 　9：30

市 民 会 館 10：00 〜 10：30

牧 島 公 民 館 11：00 〜 11：20

６月８日（木）

立 花 公 民 館 　9：00 〜 　9：20

大 川 内 公 民 館 　9：30 〜 　9：50

松 浦 公 民 館 10：10 〜 10：30

大 川 公 民 館 10：50 〜 11：10

南 波 多 公 民 館 11：30 〜 11：50

波 多 津 公 民 館 13：00 〜 13：20

黒 川 公 民 館 13：40 〜 14：00

山 代 公 民 館 14：20 〜 14：40

東 山 代 公 民 館 15：00 〜 15：20

二 里 公 民 館 15：40 〜 16：00

※ どの場所でも受けられます。
※ 予防注射の通知ハガキが届いている人は必ず持参してください。
※ 上記の日程で受けられない場合は、獣医科医院などで済ま
　 せて、環境課まで届け出てください。

● 料　金
　予防注射　3,150 円
※ 新しく犬を飼った場合は、別途登録料
　（3,000 円）が必要です。
● 市内の獣医科医院など
　○あっぷる動物病院　○おさ動物病院
　○鈴木犬猫病院　○田中動物病院
　○冨沢動物病院　○山口獣医科医院
　○伊万里有田地区農業共済組合

給
付
金
の
申
請
は

お

早

め

に

軽
自
動
車
税
の

納
付
は
お
早
め
に

↑
市
民
活
動
団
体
の
情
報
を
取
り

ま
と
め
た
ハ
ン
ド
ブ
ッ
ク
と
広

報
紙
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●

申
込
・
問
合
先

　
長
寿
社
会
課
医
療
保
険
係

（
　
☎
㉓
２
１
５
３
）

▽
総
合
窓
口
を
人
権
・
同
和
対
策

課
に
設
置
し
、
相
談
対
応
・
情

報
提
供
を
行
い
ま
す
。

▽
犯
罪
行
為
に
よ
り
死
亡
さ
れ
た

被
害
者
の
遺
族
、
ま
た
は
傷
病

（
治
療
に
要
す
る
期
間
が
１
カ

月
以
上
）
を
負
っ
た
市
民
に
見

舞
金
を
支
給
し
ま
す
。

▽
市
は
犯
罪
被
害
者
等
に
対
す
る

市
民
等
の
理
解
の
増
進
に
努
め

ま
す
。

●

問
合
先

　
人
権
・
同
和
対
策
課
人
権
・
同

和
対
策
係
（
　
☎
㉓
２
１
９
０
）

犯
罪
被
害
者
等
が
受
け
た
被
害
の

軽
減
や
回
復
を
図
り
、
安
全
で
安

心
し
て
暮
ら
す
こ
と
が
で
き
る
地

域
社
会
の
実
現
を
目
的
と
し
て
い

ま
す
。

■
条
例
の
主
な
内
容

▽
市
は
支
援
施
策
を
講
じ
、
関
係

機
関
な
ど
と
連
携
・
協
力
を
行

い
ま
す
。

▽
市
民
等
は
犯
罪
被
害
者
等
の
名

誉
、
生
活
の
平
穏
を
害
す
る
こ

と
の
な
い
よ
う
配
慮
し
、
市
な

ど
が
行
う
支
援
へ
の
協
力
に
努

め
ま
す
。

　
日
帰
り
人
間
ド
ッ
ク
・
脳
ド
ッ

ク
の
受
診
費
用
を
助
成
し
ま
す
。

通
常
の
半
額
程
度
の
負
担
で
受
診

で
き
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
利
用
し
て

く
だ
さ
い
。

●

対
　
象

◆
市
国
民
健
康
保
険
加
入
者

▽
受
診
時
に
40
歳
以
上
74
歳
以
下
の

人
（
入
院
療
養
中
の
人
は
除
く
）

▽
国
民
健
康
保
険
税
の
滞
納
が
な

い
人

▽
４
月
以
降
に
人
間
ド
ッ
ク
・
脳

ド
ッ
ク
を
受
診
し
て
い
な
い
人

◆
市
内
在
住
の
県
後
期
高
齢
者
医

療
保
険
加
入
者

▽
入
院
療
養
中
で
な
い
人

▽
後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料
の
滞

納
が
な
い
人

▽
４
月
以
降
に
人
間
ド
ッ
ク
・
脳

ド
ッ
ク
・
長
寿
（
特
定
）
健
診

を
受
診
し
て
い
な
い
人

●

注
意
事
項

▽
必
ず
特
定
健
診
・
長
寿
健
診
と

一
緒
に
受
診
し
て
く
だ
さ
い
。

▽
ど
ち
ら
も
人
数
制
限
が
あ
り
ま

　
す
。
早
め
に
申
し
込
ん
で
く
だ

さ
い
。

▽
申
し
込
み
の
際
は
、
国
民
健
康

保
険
ま
た
は
後
期
高
齢
者
医
療

の
被
保
険
者
証
と
、
印
鑑
を
持

参
し
て
く
だ
さ
い
。

助
成
し
ま
す
『
人
間
ド
ッ
ク
・
脳
ド
ッ
ク
検
診
』

日帰り人間ドック 脳ドック

自己負担額 11,760 円 12,770 円

指定医療機関

伊万里有田共立病院、伊万
里松浦病院、隅田病院、西
田病院、前田病院、山元記
念病院

伊万里有田共立病院、西田
病院、山元記念病院

検査項目
血液検査、尿検査、心電図
など 15 項目

頭部ＭＲＩ、血液検査、尿
検査など 11 項目

　
犯
罪
被
害
者
や
そ
の
家
族
が
受

け
た
被
害
の
軽
減
や
回
復
を
目
的

と
し
た
支
援
を
行
う
た
め
、『
伊
万

里
市
犯
罪
被
害
者
等
支
援
条
例
』

を
施
行
し
ま
し
た
。

■
条
例
制
定
の
目
的

　
犯
罪
被
害
者
や
そ
の
家
族
は
、

犯
罪
に
よ
る
生
命
や
身
体
の
直
接

被
害
だ
け
で
な
く
、
精
神
的
・
経

済
的
問
題
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
問
題

を
抱
え
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
ま

た
、
う
わ
さ
や
心
な
い
中
傷
な
ど

に
よ
り
、
二
次
被
害
を
受
け
る
こ

と
も
あ
り
ま
す
。
こ
の
条
例
は
、

『
伊
万
里
市
犯
罪
被
害
者
等
支
援
条
例
』
を
施
行
し
ま
し
た

伊
万
里
市
国
保
健
康
マ
イ
レ
ー
ジ
事
業
を
開
始
し
ま
す

　
定
期
的
な
健
康
診
断
の
受
診
や

運
動
な
ど
、
自
主
的
な
健
康
づ
く

り
活
動
を
行
っ
た
場
合
に
一
定
の

ポ
イ
ン
ト
を
付
与
し
、
ポ
イ
ン
ト

が
た
ま
る
と
特
典
を
交
付
し
ま
す
。

●

対
象
者
　
特
定
健
診
の
対
象
と

な
る
40
歳
以
上
の
国
民
健
康
保

険
被
保
険
者

●

ポ
イ
ン
ト
・
付
与
対
象

▽
15
ポ
イ
ン
ト
　
特
定
健
診
、
人

間
ド
ッ
ク
の
受
診

▽
５
ポ
イ
ン
ト
　
が
ん
検
診
の
受

　
診
（
何
種
類
受
診
し
て
も
５
ポ

　　
イ
ン
ト
）、
週
１
回
以
上
の
定

期
的
な
運
動
の
実
施

●

達
成
要
件
　
20
ポ
イ
ン
ト
以
上

●

特
典
（
４
０
０
人
）

　
ふ
る
さ
と
応
援
寄き

附ふ

金
の
返
礼

品
（
２
０
０
０
円
相
当
）
か
ら

希
望
の
一
品
を
交
付

●

ボ
ー
ナ
ス
特
典
（
４
０
０
人
）

　
ポ
イ
ン
ト
特
典
申
込
者
が
、
前

年
度
の
特
定
健
診
を
受
け
て
い

な
い
国
民
健
康
保
険
被
保
険
者

を
紹
介
し
、
紹
介
さ
れ
た
人
が

平
成
29
年
内
に
特
定
健
診
を
受

　
診
す
れ
ば
各
種
が
ん
検
診
（
前

立
腺
、
肺
、
大
腸
、
胃
、
子
宮
、

乳
）
す
べ
て
の
無
料
ク
ー
ポ
ン

（
平
成
30
年
度
用
）
を
交
付

※
ポ
イ
ン
ト
特
典
・
ボ
ー
ナ
ス
特

典
は
申
込
者
多
数
の
場
合
は
抽

選
と
な
り
ま
す
。

※
対
象
者
に
は
、
５
月
末
頃
、
特

定
健
診
の
案
内
に
チ
ラ
シ
兼
ポ

イ
ン
ト
カ
ー
ド
を
同
封
し
ま
す
。

●

問
合
先

　
長
寿
社
会
課
医
療
保
険
係

（
　
☎
㉓
２
１
５
３
）

インフォメーション

21 2017.5広報伊万里



インフォメーション

● 対　象　　市内に在住、通勤または通学しているおおむね 10 人以上の団体
● 時　間　　午前９時から午後９時までの間で、２時間以内
※ 土・日曜日、祝日を希望する場合は、担当課と調整後に決定します。
● 場　所　　市内のみ（受講場所は申込者で確保してください）
● 講師料　　無　料
● 申込方法　受講予定日の２週間前までに、申込書をまちづくり課あてに郵送または直接提出してください。ファッ

クスやメールでも受け付けています。
※申込書とメニュー表は、まちづくり課、各町公民館、市民センター、生涯学習センター、市民図書館、市民交流

プラザに備え付けています。また、市のホームページからもダウンロードできます。
● 申込・問合先　まちづくり課まちづくり推進係（　 ☎㉓２１１４・　  ㉒７２１３）
　　　　　　　　メールアドレス　machizukuri@city.imari.lg.jp

　市は、皆さんの身近な生活に関わる行政情報を提供し、市民参加によるまち
づくりをめざすため『まちづくり出前講座』を開催しています。平成 28 年度は、
開催回数 212 回、延べ 7,800 人の参加がありました。市職員が皆さんのもと
へ出向き、知りたいことや聞きたいことなどについて話をします。希望する場
合は、下記のメニュー表から講座名を選んで申し込んでください。

◆ 平成 29 年度 まちづくり出前講座メニュー表 ◆

FAX

ｼﾞｬﾝﾙ 番号 講　座　名

く
ら
し

33 伊万里市の防災について
34 国民年金について
35 市税について
36 消費者トラブル防止について
37 水道の話
38 防火教室
39 救急教室

環
境

40 家庭でできる地球温暖化対策
41 ごみの分別とリサイクルについて
42 犬・ねこの飼い方について
43 伊万里市の環境の状況

産
業
・
観
光

44 伊万里市の農業について
45 伊万里市の林業・水産業について
46 伊万里市の商工業について
47 伊万里市の観光について
48 農業者年金について
49 農地の転用、売買、貸借について

教
育
・
文
化
・
ス
ポ
Ⅰ
ツ

50 子どもの生きる力について
51 家庭教育について
52 青少年の育成について
53 人権・同和問題について
54 伊万里の文化財
55 伊万里の史跡めぐり
56 伊万里の資料館見学ガイド
57 図書館のデータベース活用方法
58 家読について
59 絵本の見せ方、読み方、選び方
60 新体力テスト及びニュースポーツの指導

選 挙 61 明るい選挙について
その他 62 その他（希望講座を相談してください）

※この講座は、苦情や陳情の場ではありません。

ｼﾞｬﾝﾙ 番号 講　座　名

市

政

１ 市政の動きについて（市長講話）
２ 行政改革について
３ 第５次伊万里市総合計画について
４ 伊万里市まち・ひと・しごと創生総合戦略について
５ 伊万里湾の開発について
６ 伊万里市の国際交流について
７ 考えてみましょう！『男女協働参画』
８ 食のまちづくりについて

９ 市民との協働によるまちづくり
（地域の元気推進事業を含む）

10 ふるさと納税制度について
11 地域情報化の推進について
12 伊万里市の家計簿（財政）
13 予算のみかた 〜税金の使われ方から財政状況まで〜

ま
ち
づ
く
り

14 伊万里市の公共交通について
15 地籍調査の話
16 道路の話
17 都市計画の話
18 下水道の話

福
祉
・
健
康

19 高齢者福祉について
20 介護保険について
21 認知症サポーター養成講座
22 介護予防について
23 国民健康保険について
24 後期高齢者医療制度について
25 生活習慣病予防について
26 健康づくりについて
27 歯の健康づくりについて
28 知っておきたい子どもの病気と手当
29 障害者総合支援法について
30 伊万里市の子育て支援の取り組みについて
31 生活保護制度について
32 伊万里市の婚活推進事業について

利用しませんか　まちづくり出前講座
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インフォメーション

　
母
校
閉
校

　
誰
し
も
母
校
の
校
歌
は
、
何

年
経
っ
て
も
一
小
節
く
ら
い
は

覚
え
て
い
る
も
の
で
す
。

　
私
の
母
校
で
あ
る
波
多
津
小

学
校
の
校
歌
は
『
玄
界
灘
の
潮

（
う
し
お
）
の
よ
う
に
…
』
と
始

ま
り
ま
す
。
し
か
し
当
時
は
歌
詞

の
意
味
を
よ
く
わ
か
ら
な
い
ま

ま
に
口
ず
さ
ん
で
お
り
、『
玄
界

灘
の
後（
う
し
ろ
）の
よ
う
に
…
』

と
歌
っ
て
い
た
の
は
、
今
思
え

ば
大
変
恥
ず
か
し
い
限
り
で
す
。

　
３
月
25
日
、
そ
の
母
校
が
閉

校
し
、
明
治
８
年
の
開
校
か
ら

１
４
１
年
の
歴
史
に
幕
を
閉
じ

ま
し
た
。
と
同
時
に
同
町
内
の

波
多
津
東
小
学
校
も
閉
校
し
ま

し
た
。
両
校
の
閉
校
式
で
は
、

そ
れ
ぞ
れ
の
校
長
か
ら
校
旗
の

返
納
を
受
け
ま
し
た
が
、
何
と

も
言
え
な
い
寂
し
さ
と
、
果
た

し
て
こ
れ
で
よ
か
っ
た
の
か
と

自
問
自
答
の
繰
り
返
し
で
、
罪

悪
感
に
さ
い
な
ま
れ
ま
し
た
。

　
両
校
の
児
童
数
は
減
少
の
一

途
を
辿
り
、
統
合
は
避
け
ら
れ

な
い
状
況
で
、
市
長
で
あ
る
私

に
と
っ
て
、
２
校
を
閉
校
す
る

と
い
う
決
断
は
苦
渋
の
選
択
で

あ
り
断
腸
の
思
い
で
し
た
。

　
母
校
の
波
多
津
小
学
校
は
、

校
舎
が
老
朽
化
し
て
お
り
建
設

も
困
難
な
こ
と
か
ら
、
比
較
的

新
し
い
東
小
学
校
の
校
舎
を
、

新
た
な
波
多
津
小
学
校
と
し
て

開
校
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

地
理
的
な
隔
た
り
は
生
じ
ま
す

が
、
児
童
や
保
護
者
、
地
域
の

皆
様
に
は
、
深
い
ご
理
解
を
賜

り
、
感
謝
の
念
に
堪
え
ま
せ
ん
。

　
く
し
く
も
自
分
の
母
校
の
閉

校
に
立
ち
会
え
た
の
は
運
命
の

巡
り
会
わ
せ
か
も
し
れ
ま
せ

ん
。
私
を
含
め
卒
業
生
全
員
の

母
校
へ
の
愛
着
と
思
い
出
は
永

遠
に
宝
と
し
て
心
に
刻
み
込
ま

れ
る
こ
と
と
思
い
ま
す
。
そ
し

て
、
次
世
代
の
子
ど
も
た
ち
に

は
、
こ
れ
か
ら
の
新
た
な
歴
史

を
創
り
出
し
て
も
ら
い
た
い
と

願
っ
て
や
み
ま
せ
ん
。

　
ま
だ
現
存
し
て
い
る
小
学
６

年
間
を
過
ご
し
た
木
造
平
屋
建

て
の
学
び
舎
に
、
あ
り
が
と
う

と
一
礼
を
し
て
母
校
を
後
に
し

ま
し
た
。

市長雑感

伊万里市長

塚部 芳和

▼

は
篤
志
寄
付
で
す
。

ご
寄
付

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た

次
の
方
か
ら
ご
寄
付
を
い
た

だ
き
ま
し
た
。

厚
く
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

※
3
月
１
日
〜
31
日
受
付
分

（
敬
称
略
、
希
望
者
の
み
掲
載
）

▼
防
滴
小
型
メ
ガ
ホ
ン
　
16
個
　

公
益
社
団
法
人
伊
万
里
有
田
法

人
会

▼
鉛
筆
削
り
器
　
22
個
　

伊
万
里
商
工
会
議
所
女
性
会

　
い
つ
ど
こ
で
起
き
て
も
お
か
し

く
な
い
大
地
震
。
熊
本
地
震
で
は

多
く
の
古
い
住
宅
が
被
害
を
受
け

ま
し
た
。
市
で
は
、
市
内
の
住
宅

や
建
築
物
の
所
有
者
な
ど
が
耐
震

診
断
を
行
う
場
合
、
住
宅
の
耐
震

診
断
補
助
制
度
の
臨
時
的
な
拡
充

と
、
新
た
に
耐
震
改
修
補
助
制
度

を
始
め
ま
し
た
。

　
耐
震
診
断
や
耐
震
改
修
を
行
う

こ
と
で
、
建
物
の
耐
震
性
へ
の
不

安
の
解
消
と
震
災
に
強
い
ま
ち
づ

く
り
を
目
的
と
し
た
制
度
で
す
。

●

補
助
対
象

昭
和
56
年
５
月
31
日
以
前
に
建

築
ま
た
は
工
事
に
着
手
し
た
、

所
有
者
自
ら
が
居
住
す
る
一
戸

建
て
住
宅

◆
住
宅
耐
震
診
断
費
臨
時
補
助

●

補
助
内
容

耐
震
診
断
費
用
の
６
分
の
５
を

補
助
し
ま
す
。

《
現
況
図
面
が
あ
る
場
合
》

▽
耐
震
診
断
費
　
６
万
円

▽
補
助
額
　
　
　
５
万
円

▽
自
己
負
担
額
　
１
万
円

《
現
況
図
面
が
な
い
場
合
》

▽
耐
震
診
断
費
　
９
万
円

▽
補
助
額
　
　
　
７
万
５
０
０
０
円

▽
自
己
負
担
額
　
１
万
５
０
０
０
円

※
診
断
は
、
佐
賀
県
木
造
住
宅
耐

『
住
宅
耐
震
診
断
費
臨
時
補
助
』・『
住
宅
耐
震
改

修
費
補
助
』
が
始
ま
り
ま
す　

震
診
断
登
録
建
築
士
に
依
頼
す

る
こ
と
が
条
件
で
す
。

※
平
成
30
年
ま
で
の
申
請
が
対
象

と
な
り
ま
す
。

◆
住
宅
耐
震
改
修
費
補
助

●

補
助
内
容

耐
震
診
断
の
結
果
、
耐
震
性
が

不
足
し
て
い
た
場
合
に
、
耐
震

改
修
費
用
（
限
度
額
２
８
０
万

円
）
の
23
㌫
を
補
助
し
ま
す
。

《
例
１
》

▽
工
事
費
用
　
　
１
０
０
万
円

▽
補
助
額
　
　
　
23
万
円

▽
自
己
負
担
額
　
77
万
円

《
例
２
》

▽
工
事
費
用
　
　
３
５
０
万
円

▽
補
助
額
　
　
　
64
万
４
０
０
０
円

▽
自
己
負
担
額

　
２
８
５
万
６
０
０
０
円

※
申
請
方
法
な
ど
の
詳
細
は
、
市

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
確
認
し
て
く

だ
さ
い
。

●

問
合
先
　
都
市
政
策
課
建
築
住

宅
係
（
　
☎
㉓
２
４
６
４
）　

　
　

　
農
業
基
盤
の
整
備
を
図
る
た
め
、

小
規
模
な
土
地
改
良
事
業
を
共
同

で
施
工
す
る
場
合
に
補
助
金
を
交

付
し
ま
す
。

●

対
象
事
業
　
事
業
の
受
益
農
地

が
１
ha
以
上
で
、
受
益
戸
数
が

５
戸
以
上
あ
る
農
道
舗
装
・
水

路
改
良
・
た
め
池
工
事
な
ど

●

補
助
率
　
事
業
費
の
50
㌫
以
内

●

補
助
金
額
の
上
限
　
35
万
円

●

申
請
方
法
　
計
画
地
区
ご
と
に
、

申
請
書
に
現
況
写
真
を
添
付
し
て

区
長
名
で
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

●

申
請
期
限
　
５
月
31
日
（
水
）

※
昨
年
未
認
可
と
な
っ
た
地
区
は

再
申
請
が
必
要
で
す
。

●

問
合
先
　
農
山
漁
村
整
備
課
農

地
農
村
係
（
　
☎
㉓
２
５
９
１
）

小
規
模
土
地
改
良

事
業
の
申
請
受
付
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